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は
じ
め
に

日
本
の
中
古
天
台
期
（
１
）

に
お
い
て
、
戒
律
復
興
運
動
を
為
し
た
の
は
黒
谷
戒
家
と
呼
ば
れ
る
一
派
で

あ
る
。
黒
谷
戒
家
は
受
戒
に
よ
る
即
身
成
仏
を
説
く
こ
と
で
、
戒
律
の
重
要
性
を
訴
え
て
い
る
。
そ

れ
は
受
戒
成
仏
と
表
現
さ
れ
、
受
戒
の
功
徳
に
よ
っ
て
仏
果
を
具
足
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
の
で

あ
る
。
加
え
て
黒
谷
戒
家
の
受
戒
成
仏
は
単
な
る
事
相
の
結
果
で
は
な
く
、
そ
こ
に
信
心
の
不
可
欠

性
を
強
調
す
る
こ
と
で
、
信
心
受
戒
と
い
う
思
想
が
形
成
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
黒
谷
戒
家
の

思
想
を
考
察
し
な
が
ら
、
信
心
受
戒
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
。

一　

黒
谷
戒
家
に
つ
い
て

黒
谷
戒
家
（
以
下
戒
家
）
は
、
中
古
天
台
期
に
活
躍
し
た
一
派
で
あ
る
。
黒
谷
と
は
比
叡
山
三
塔

の
内
の
西
塔
北
谷
に
位
置
す
る
谷
で
あ
り
、
戒
家
は
そ
こ
を
拠
点
に
修
行
を
し
て
い
た
。
戒
家
は

叡
山
の
戒
律
復
興
を
志
し
た
の
だ
が
、
そ
の
戒
家
の
祖
師
と
さ
れ
る
人
物
は
求
道
房
恵え

尋じ
ん

（
？
―

一
二
八
九
）
で
あ
る
。『
天
台
名
目
類
聚
鈔
』（
著
者
貞
舜
、
一
三
三
四
―
一
四
二
二
）
に
よ
れ
ば
、

中
古
以
来
儀
則
似
リレ
廃
ル
ニ
。
爰
ニ
文
永
弘
安
ノ
比
黒
谷
ノ
恵
尋
上
人
再
二
興
ス
大
乗
戒
法
ノ
法
門
（
２
）ヲ一

と
論
じ
ら
れ
、
そ
の
名
が
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
恵
尋
以
後
、
そ
の
戒
脈
は
恵え

顗ぎ

（
生
没

不
明
）・
興こ
う

円え
ん

（
一
二
六
三
―
一
三
一
七
）・
恵え

鎮ち
ん

（
一
二
八
一
―
一
三
五
六
）・
光こ
う

宗し
ゅ
う

（
一
二
七
六

―
一
三
五
〇
）・
惟ゆ
い

賢け
ん

（
一
二
八
四
―
一
三
七
八
）
と
伝
わ
り
、
京
都
に
お
い
て
は
法
勝
寺
・
元
応

寺
で
門
流
が
栄
え
、
現
在
は
天
台
眞
盛
宗
の
本
山
で
あ
る
西
教
寺
に
法
門
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

元
々
恵
尋
は
正
信
房
湛
空
（
一
一
七
六
―
一
二
五
三
） 

の
弟
子
で
あ
り
、
慈
眼
房
叡
空
（
？
―

一
一
七
九
）
か
ら
法
然
房
源
空
（
一
一
三
三
―
一
二
一
二
）
に
伝
え
ら
れ
た
円
頓
戒
の
流
れ
を
汲
む

人
物
で
あ
る
。
恵
尋
は
叡
山
戒
法
復
興
の
為
に
、
最
澄
が
提
唱
し
た
十
二
年
籠
山
行
を
決
意
し
た

が
、
行
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
弟
子
の
恵
顗
も
同
じ
く
復
興
の
志
を
有
す
る
の
み
で
あ
っ

た
（
３
）

。
正
応
元
年
（
一
二
八
八
）
に
恵
顗
か
ら
円
頓
戒
を
承
け
た
興
円
は
、
師
の
思
い
を
継
い
で
嘉
元

三
年
（
一
三
〇
五
）
に
十
二
年
籠
山
行
に
入
る
。
途
中
で
恵
鎮
と
光
宗
も
行
に
加
わ
り
、
正
和
五
年

（
一
三
一
六
）
遂
に
満
行
し
、
同
じ
く
『
天
台
名
目
類
聚
鈔
』
に

其
後
伝
信
和
尚
（
興
円
）
後
二
条
ノ
院
ノ
御
宇
嘉
元
三
年
乙
巳
卜
シ二
テ
居
ヲ
於
黒
谷
ニ一
。
始
二
十
二

廻
之
籠
山
ヲ一
再
二
興
ス
此
戒
儀
ヲ一
。
又
恵
鎮
上
人
同
御
宇
徳
治
元
年
丙午
同
於
テ二
彼
谷
ニ一
始
メ二
一
十
二
年
ノ

籠
居
ヲ一
興
フ二
此
戒
法
ヲ一
云
云
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
天
台
全
』二
二
、一
八
下
）

と
記
さ
れ
、
叡
山
内
の
他
流
派
か
ら
も
興
円
の
名
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
興
円

は
籠
山
行
を
再
興
し
、
多
数
の
著
作
を
残
し
て
戒
家
の
思
想
を
確
立
さ
せ
た
こ
と
か
ら
、
恵
尋
が
戒

律
復
興
の
基
盤
を
つ
く
り
、
興
円
に
よ
っ
て
真
の
復
興
運
動
が
始
ま
っ
た
と
い
え
る
（
４
）
。

二　

戒
家
に
お
け
る
戒
律
復
興
の
動
機  

応
永
年
間
中
に
著
さ
れ
た
（
凡
そ
一
三
九
五
―
一
四
〇
二
）
先
の
『
天
台
名
目
類
聚
鈔
』
に
は
、

恵
尋
以
前
、
戒
律
の
儀
則
が
ほ
ぼ
廃
れ
て
い
た
と
記
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
意
味
で
廃

れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
恵
尋
・
興
円
当
時
、
叡
山
の
戒
律
観
が
ど
の
よ
う
な
思

想
的
立
場
に
あ
っ
た
の
か
を
考
察
し
、
そ
こ
か
ら
戒
家
の
復
興
理
由
を
探
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
興
円
の
『
一
向
大
乗
寺
興
隆
篇
目
集
』
に
は
、

竊
カ
ニ
念
ミ
レ
ハ
。
仏
法
東
ニ
流
レ
テ
潤
ヒ二
於
日
域
ニ一
。
円
期
開
発
シ
テ
修
二
於
一
乗
一
。
然
而
モ
年
暦
早
ク

遷
テ
三
学
之
道
已
ニ
廃
レ
ヌ
。
止
観
ハ
残
レ
教
ノ
ミ
行
証
已
ニ
亡
シ
。
円
戒
ハ
有
テレ
受
ノ
ミ
持
相
全
ク
闕
タ
リ
。

嗚
呼
円
宗
ノ

夷
滅
サ
ラ
ン
（
マ
マ
）

盍
ソ二

悲
嘆
セ一

耶
。
爰
ヲ

以
テ

為
ニ

丁

興
シレ

廃
ヲ

継
テレ

絶
ヲ

為
ル丙
カ

護
リ二

国
家
一
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大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集　

第
三
十
六
号

利
セ乙
ン
ト
黎
元
ヲ甲
。
移
二
叡
山
ノ
旧
儀
一
任
二
山
家
ノ
四
式
ニ一
。
集
テ二
三
学
ノ
要
文
ヲ一
立
二
條
條
之
篇
目
ヲ一
。

加
ヘ二
テ
随
機
ノ
僧
制
ヲ一
定
ル二
重
重
之
法
式
ヲ一
而
已
。　
　
　
　
　
　
（『
続
天
台
』円
戒
一
、一
六
七
上
）

と
し
、
天
台
に
お
け
る
止
観
は
そ
の
教
え
だ
け
が
有
る
の
み
で
行
と
証
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
円
戒
は

受
戒
の
儀
が
有
る
の
み
で
持
戒
を
す
る
者
が
い
な
い
、
と
叡
山
当
時
の
状
況
を
指
摘
し
て
い
る
が
（
５
）

、

そ
の
持
戒
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
戒
家
は
し
ば
し
ば
恵
心
流
と
対
比
さ
せ
て
論

じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
当
時
叡
山
に
お
い
て
、
思
想
の
中
心
だ
っ
た
の
が
恵
心
流
・
檀

那
流
と
い
う
本
覚
思
想
に
裏
付
け
ら
れ
た
流
派
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
両
流
の
戒
に
対
す
る
思

想
（
特
に
恵
心
流
）
は
、
理
戒
中
心
で
あ
り
、
戒
家
は
そ
れ
に
対
抗
す
る
形
で
事
戒
を
重
要
視
し
て

い
た
と
従
来
考
察
さ
れ
て
き
た
（
６
）
。
そ
こ
で
、
戒
家
の
特
徴
を
分
か
り
易
く
す
る
為
に
、
対
立
し
た
思

想
と
さ
れ
る
恵
心
流
の
戒
に
対
す
る
姿
勢
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
捉
え
て
い
く
。

恵
心
流
と
い
う
の
は
、
そ
も
そ
も
叡
山
中
興
の
祖
で
あ
る
慈
恵
大
師
良
源
（
九
一
二
―
九
八
五
）

の
弟
子
に
、『
往
生
要
集
』
の
著
者
と
し
て
有
名
な
恵
心
僧
都
源
信
（
九
四
二
―
一
〇
一
七
）
が
お

り
、
源
信
の
思
想
を
相
承
す
る
一
派
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
ま
た
良
源
の
弟
子
に
は
も
う
一
人
、

檀
那
院
覚
運
（
九
五
三
―
一
〇
〇
七
）
が
お
り
、
そ
の
思
想
を
相
承
す
る
一
派
は
檀
那
流
と
呼
ば
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
名
称
は
、
源
信
・
覚
運
の
在
世
当
時
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
両
流
の

対
立
意
識
か
ら
発
生
し
た
も
の
で
、
二
人
の
滅
後
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
特
に
そ
の
思
想
に
関
し
て
は
、
恵
心
流
は
本
覚
的
、
檀
那
流
は
始
覚
的
思
想
を
有
し
て
い
る
と

言
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
思
想
的
位
置
づ
け
も
、
お
そ
ら
く
恵
心
流
の
側
か
ら
仮
託
さ
れ
た
も

の
で
あ
っ
て
、
両
流
の
思
想
は
共
に
本
覚
思
想
の
範
疇
に
あ
る
と
近
年
論
じ
ら
れ
て
い
る
（
７
）
。

そ
こ
で
、
そ
の
恵
心
流
に
属
す
る
俊
範
（
―
一
二
二
一
―
）
の
『
一
帖
抄
』
を
み
て
み
る
と
、

問
云
。
法
華
戒
如
何

伝
云
。
宝
塔
品
云
。
此
経
ハ
難
レ
持
。
若
暫
ク
持
ツ
者
ノ
。
是
名
二
持
戒
一
。
行
二
頭
陀
一
文
（
中
略
）

今
経
ハ
安
二
住
ス
ル
ヲ
法
界
ニ一
為
レ
体
。
是
曰
二
三
学
倶
伝
ノ
妙
法
ト一
。
又
名
二
円
頓
戒
一
。
爾
ハ
安
二
住

シ
テ
法
界
ニ一
。
此
五
体
即
本
有
常
住
也
ト
顕
ス
ヲ
以
テ
為
二
持
戒
一
。
以
二
不
安
住
一
為
二
破
戒
一
。
一
度

開
ス二
レ
ハ
本
有
ノ
相
一
。
其
本
有
ノ
相
深
来
無
レ
改
コ
ト
。
仍
テ
又
云
二
一
得
永
不
失
ノ
戒
一
。
而
レ
ハ
安
二

住
ス
ル
本
有
ノ
相
ニ一
正
持
戒
ニ
テ
有
也
。
一
得
ト
ハ
一
ヒ
得
ル
ト
ハ
不
レ
可
レ
得
レ
意
。
只
自
レ
元
開
ケ
得
タ
ル

貌
也
。
永
不
失
ノ
義
可
二
思
合
一
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
天
台
全
』九
、四
二
上
）

等
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
止
観
に
よ
る
観
心
の
優
位
性
か
ら
、
そ
の
理
想
と
す
る
一
心
三
観

や
一
念
三
千
の
境
地
を
体
得
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
に
全
て
の
法
門
が
具
備
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。
つ
ま
り
妙
法
を
正
し
く
持
つ
こ
と
は
、
即
ち
一
心
三
観
・
一
念
三
千
の
法
門
に
安
住
す
る
こ

と
で
あ
り
、
安
住
で
き
な
い
こ
と
を
破
戒
と
す
る
。
尚
且
つ
『
法
華
経
』
の
「
此
経
難
持
、
若
暫
持

者
、
我
則
歡
喜
。
諸
仏
亦
然
。
如
是
之
人
、
諸
仏
所
歎
。
是
則
勇
猛
、
是
則
精
進
、
是
名
持
戒
、
行

頭
陀
者
。」（『
大
正
蔵
』
九
、三
四
中
）
を
証
拠
と
し
て
、
妙
法
を
体
得
し
た
姿
に
は
自
ず
と
戒
が
持

た
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
（
８
）

。

こ
の
よ
う
に
恵
心
流
で
は
、
伝
教
大
師
以
来
日
本
天
台
の
戒
相
と
し
て
き
た
『
梵
網
経
』
の
十
重

四
十
八
軽
戒
を
、
現
実
生
活
の
上
で
持
っ
て
い
く
の
で
は
な
く
、
妙
法
と
い
う
真
理
を
持
つ
姿
に
自

然
的
に
戒
が
持
た
れ
る
と
説
く
。
こ
う
し
た
「
観
法
に
具
足
さ
れ
る
戒
」
と
い
う
、
具
体
的
な
持
戒

を
論
じ
な
い
理
論
と
し
て
の
み
の
戒
、つ
ま
り
理
戒
を
中
心
と
す
る
恵
心
流
の
戒
に
対
す
る
思
想
が
、

当
時
の
叡
山
の
戒
に
対
す
る
姿
勢
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
註

（6）
参
照
）。

こ
の
本
覚
思
想
を
基
盤
と
す
る
恵
檀
両
流
の
理
戒
中
心
の
戒
学
に
対
し
て
、
恵
尋
を
始
め
と
す
る

戒
家
は
、
よ
り
自
発
的
に
戒
を
持
っ
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
を
強
調
し
、
事
戒
中
心
の
思
想
を
標
榜

し
た
の
だ
と
さ
れ
、
戒
律
復
興
の
淵
源
が
そ
こ
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
（
９
）

。

し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
戒
法
を
本
意
と
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
戒
家
と
恵
心
流
を

峻
別
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
戒
家
が
戒
法
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
恵

心
流
に
お
い
て
も
、
先
の
よ
う
に
観
心
と
の
関
係
か
ら
持
戒
を
論
じ
、『
蔵
田
抄
』
に
は
、

尋
云
。
一
念
三
千
ノ
修
行
即
チ
持
戒
ノ
相
歟
。

伝
云
。
三
千
観
ト
者
持
戒
也
。
止
四
云
。
當
知
中
道
妙
観
戒
之
正
体
。
上
品
清
浄
。
究
竟
持
戒

文
中
道
ト
者
法
界
也
。
一
念
也
。
妙
観
ハ
三
千
観
也
。
故
ニ
以
テ二
三
千
観
ヲ一
為
二
戒
ノ
正
体
ト一
。仍
テ
中

道
妙
観
戒
正
体
文
。
次
ニ
上
品
ト
者
果
分
ノ
三
千
観
也
。
清
浄
ト
者
浄
戒
常
住
ノ
三
千
也
。以
テ二
三
千
常

住
ノ
事
ヲ一
為
ス二
戒
行
ト一
。
仍
テ
上
品
清
浄
文
。
次
ニ
究
竟
ト
者
三
千
円
満
ス
ル
也
。
互
具
ス
ル
也
。
三
千

互
具
ヲ
云
テ
為
シ二
持
戒
ノ
相
ト一
仍
テ
持
戒
是
戒
相
也
。　
　
　
　
　
　
　
（『
天
台
全
』
九　

六
六
下
）

と
し
、
一
念
三
千
と
持
戒
に
つ
い
て
『
摩
訶
止
観
』（『
大
正
蔵
』
四
六
、三
七
中
）
を
引
用
し
て
論

じ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
ま
ず
、一
念
三
千
の
三
千
観
と
は
持
戒
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
「
中
道
」

と
は
法
界
で
あ
り
、
一
念
で
あ
る
。「
妙
観
」
は
三
千
観
な
の
で
、
三
千
観
は
戒
の
正
し
い
あ
り
方

と
な
る
。
よ
っ
て
「
中
道
妙
観
」
と
い
う
文
句
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
一
念
三
千
で
あ
り
、
持
戒
で

あ
る
と
す
る
。
続
い
て
「
上
品
」
と
は
果
分
の
三
千
観
で
あ
り
、「
清
浄
」
と
は
浄
戒
常
住
の
三
千

諸
法
で
あ
る
の
で
、「
上
品
清
浄
」
と
は
三
千
諸
法
の
事
象
が
、
そ
の
ま
ま
戒
を
行
じ
て
い
る
相
で

あ
る
。
次
に
「
究
竟
」
と
は
三
千
諸
法
が
円
満
し
、
全
て
が
互
具
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
円
満
互

具
す
る
三
千
諸
法
が
そ
の
ま
ま
持
戒
を
し
て
い
る
相
に
外
な
ら
な
い
と
す
る
。
よ
っ
て
三
千
諸
法
は

戒
相
を
示
し
、
そ
れ
を
観
察
す
る
一
念
三
千
の
修
行
は
持
戒
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

二
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こ
の
よ
う
に
、
諸
法
の
あ
り
の
ま
ま
の
正
し
い
相
を
覚
る
一
念
三
千
の
観
法
が
強
調
さ
れ
、
積
極

的
な
持
戒
は
説
か
な
く
と
も
、
観
法
に
即
し
て
戒
は
持
た
れ
て
い
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
戒
家
に
お
け
る
観
心
の
説
明
を
み
て
み
る
と
、
惟
賢
の
『
菩
薩
戒
義
記
補
接
鈔
』
に
は
、

戒
門
ハ

又
事
ヲ

為
シレ

面
ト
。
色
ヲ

為
二

本
意
ト一

也
。
仍
テ

一
念
三
千
。
一
心
三
観
。
如
レ

此
法
門
ヲ
モ
。

皆
事
ニ
作
リ
顕
テ
。
受
戒
ノ
時
。
先
仏
像
ノ
前
ニ
。
現
前
ノ
師
弟
相
対
シ
テ
授
レ
戒
ヲ
。
三
羯
磨
ヲ
成
ス
ル
時
。

観
心
ト
モ
観
念
ト
モ
下
レ
云
。
ヤ
カ
テ
即
身
成
仏
ス
ル
也
。　
　
　
　
（『
日
仏
全
』
七
一
、三
四
六
下
）

と
し
て
、
一
心
三
観
・
一
念
三
千
の
境
地
は
、
受
戒
と
い
う
具
体
的
行
動
に
顕
さ
れ
る
と
す
る
。
戒

体
を
発
得
す
る
と
い
う
行
為
自
体
が
、
そ
の
ま
ま
「
観
心
」・「
観
念
」
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
観
心
は
受
戒
に
包
括
さ
れ
て
説
か
れ
る
が
、
戒
家
に
お
い
て
も
、
観
心
の
重
要
性
は
考
慮

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、恵
心
流
に
お
け
る
戒
、戒
家
に
お
け
る
観
心
を
見
て
み
る
と
、戒
家
（
戒
本
意
）、

恵
心
流
（
観
心
本
意
）
に
お
い
て
、
観
心
・
戒
は
両
流
の
本
意
に
摂
取
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
両
者

の
思
想
構
造
に
大
き
な
違
い
は
見
ら
れ
な
い
し
、
恵
心
流
に
お
い
て
持
戒
行
動
が
な
さ
れ
な
か
っ
た

と
は
言
い
き
れ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
思
想
の
類
似
性
は
、
戒
家
の
思
想
の
基
盤
が
恵
心
流
と
同
じ
く
、
本
覚
思
想
に
あ
る

こ
と
に
由
来
す
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
詳
し
く
は
後
章
に
譲
る
が
、
例
え
ば
戒
家
の
思
想
に

「
随
縁
・
不
変
」「
本
覚
」「
本
門
」
と
い
う
語
が
頻
出
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
広
義
の
意
味

で
の
本
覚
思
想
が
認
め
ら
れ
る
し
、
戒
家
が
受
戒
後
の
持
戒
を
強
調
し
な
が
ら
も
、「
得
二
戒
体
一
後

ハ
不
レ
可
レ
有
二
修
行
一
」（『
続
天
台
』
円
戒
二
、七
三
下
） 

と
表
現
す
る
背
景
に
は
、
現
実
肯
定
の
本

覚
思
想
を
戒
家
の
中
で
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
く
の
か
と
い
う
苦
悩
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
の
よ
う
な
戒
体
発
得
後
の
修
行
を
無
用
と
す
る
説
は
、
凡
夫
即
仏
と
す
る
本
覚
思
想
に
基

づ
い
て
、
こ
と
さ
ら
に
仏
果
菩
提
に
至
る
為
の
修
行
が
受
戒
以
後
は
不
要
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ

り
、
そ
こ
か
ら
先
は
「
証
ノ
上
ノ
修
行
也
」（『
日
仏
全
』
七
一
、三
〇
二
下
）
と
し
て
、
持
戒
＝
菩
薩

行
と
い
う
戒
家
の
修
行
が
論
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
一
見
対
立
し
て
論
じ
ら
れ
る
戒
家
と
恵
心
流
は
、
実
は
ど
ち
ら
も
天
台
本
覚
思
想

の
影
響
下
に
お
い
て
発
展
し
た
流
派
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
空
思
想
に
基
づ
く
天
台
の
相
即
論
、

こ
の
相
即
論
か
ら
展
開
さ
れ
る
天
台
本
覚
思
想
の
現
実
肯
定
に
、
戒
家
も
同
意
し
、
ま
た
過
度
に
偏

執
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
修
行
を
立
て
る
点
に
、
戒
家
の
独
自
性
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三　

戒
家
に
お
け
る
戒
の
基
本
的
思
想

戒
家
の
思
想
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
先
ず
戒
家
の
云
う
戒
法
が
ど
の
よ
う
な
立
場
を
も
っ
て
し

て
い
る
の
か
、
二
つ
に
ま
と
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
一
つ
め
は
経
の
正
傍
の
問
題
で
あ
る
。
恵
尋
の
『
円
頓
戒
聞
書
』
に
は
「
此
戒
ハ
。
自
レ

本
正
ク
ハ
依
二
法
花
ニ一
傍
ニ
ハ
依
二
梵
網
瓔
珞
等
ニ一
。」（『
続
天
台
』
円
戒
一
、二
〇
五
上
）
と
し
、
戒
の
内

容
（
戒
相
）
等
は
梵
網
に
説
か
れ
る
十
重
四
十
八
軽
戒
を
依
用
す
る
が
、
戒
法
全
体
を
理
解
す
る
の

は
法
華
の
心
に
依
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
正
依
法
華
の
理
由
に
つ
い
て
は
、

梵
網
ハ

帯
権
ノ

説
シ
テ

不
レ

談
二

相
即
ヲ一
。
故
ニ

果
ノ

功
徳
ヲ

具
スレ
ト

因
ニ

不
レ

云
。
依
レ

之
仏
戒
ト

名
也
。

仏
戒
ハ
是
果
ノ
功
徳
ニ
シ
テ
備
スレ
ト
因
ニ
不
レ
談
。
別
教
ハ
是
隔
歴
不
融
ノ
教
ニ
シ
テ
捨
劣
得
勝
ス
ル
カ
故
ニ
。

捨
二
因
位
ヲ一
至
ル二
ト
果
位
ニ一
云
也
。
衆
生
授
仏
戒
即
入
諸
仏
也
。
位
同
大
覚
位
真
是
諸
仏
子
云
事
。

即
其
意
者
也
。
此
一
乗
戒
ハ
不
レ
然
。
今
ノ
法
花
ハ
談
シ二
テ
相
即
互
融
ヲ一
因
位
ニ
シ
テ
具
二
果
ノ
功
徳
ヲ一
云

也
。
所
以
六
即
階
級
者
雖
レ
異
リ
ト
。
相
即
融
通
ノ
意
我
等
理
即
名
字
ノ
浅
位
ナ
レ
ト
モ
。
分
真
究
竟
ノ

功
徳
ヲ
モ
自
ラ
具
ス
ル
者
也
。
爰
以
余
處
ニ
ハ
六
ノ
故
ニ
ハ
六
也
。
即
ノ
故
ニ
ハ
一
也
ト
釈
給
フ
。
此
故
ニ
今
ノ

戒
ヲ
菩
薩
戒
ト
云
事
ハ
。
因
位
ニ
シ
テ
而
モ
果
位
ノ
功
徳
ヲ
具
ス
ト
許
ス
故
也
。　
　
　
（
同
、
二
〇
八
上
）

と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
法
華
円
教
の
立
場
は
次
に
述
べ
る
が
、
ま
ず
天
台
の
教
判
論
を

前
提
と
し
た
場
合
、
別
教
の
梵
網
は
帯
権
の
説
で
あ
り
、
相
即
を
説
か
ず
、
隔
歴
不
融
で
あ
る
の
で

因
位
の
凡
夫
・
菩
薩
と
、
果
位
の
仏
の
相
即
は
説
か
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
因
位
は
劣
、
果
位
は
勝

と
い
う
差
別
か
ら
、
因
を
捨
て
て
仏
果
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
仏
果
を
求
め
る
戒
を

『
梵
網
経
』
は
仏
戒
と
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
円
教
の
法
華
で
は
相
即
互
融
を
説
き
、
ま
た
因
位
の
凡
夫
衆
生
と
果
位
の
仏
と

の
相
即
を
説
く
と
い
う
。
天
台
の
六
即
説
に
よ
れ
ば
、
理
即
（
仏
の
教
え
を
少
し
も
聞
い
た
こ
と
が

な
い
凡
夫
）・
名
字
即
（
教
え
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
凡
夫
）
の
因
位
の
凡
夫
衆
生
に
お
い
て
も
、

分
真
即
（
修
行
に
よ
っ
て
無
明
を
破
し
た
位
）・
究
竟
即
（
究
極
円
満
の
位
）
の
果
徳
を
具
す
る
こ

と
を
明
か
す
の
が
『
法
華
経
』
な
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
戒
家
は
、
因
位
の
菩
薩
で
あ
り
な
が
ら
仏
果

の
功
徳
を
具
す
る
因
果
不
二
・
互
融
の
法
華
の
思
想
に
依
る
と
し
、
そ
の
戒
は
、
梵
網
に
よ
る
仏
戒

で
は
な
く
、
仏
・
菩
薩
不
二
の
菩
薩
戒
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

二
つ
め
は
、
戒
家
の
戒
を
仏
戒
と
す
る
の
か
、
菩
薩
戒
と
す
る
の
か
と
い
う
点
。
先
述
の
通
り
、

互
具
互
融
を
意
味
す
る
菩
薩
戒
を
戒
家
の
本
意
と
す
る
が
、惟
賢
の
『
菩
薩
戒
義
記
補
接
鈔
』
に
は
、

戒
家
の
菩
薩
戒
に
つ
い
て
更
に
詳
し
く
論
じ
、菩
薩
戒
が
法
華
に
依
る
理
由
に
三
意
を
挙
げ
て
い
る
。

三
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一
つ
に
は
、

菩
薩
戒
者
。
是
ニ
有
二
多
義
一
。
花
厳
法
花
ノ
差
別
者
。
花
厳
経
ハ
故
知
一
経
三
十
七
品
但
明
菩
薩

行
位
功
徳
ト
云
テ
。
説
二
菩
薩
ノ
行
位
ヲ一
。
不
レ
説
二
仏
果
ノ
功
徳
ヲ一
。
法
花
経
ハ
如
来
ノ
本
懐
ノ
故
ニ
。

廣
説
二
果
地
ノ
功
徳
法
門
ヲ一
也
。
仍
テ
梵
網
意
ニ
テ
ハ
。
云
二
菩
薩
戒
ト一
。
法
花
ノ
意
ニ
テ
ハ
。
可
レ
云
二
如

来
戒
ト一
。
五
大
院
ノ
御
釈
此
意
也
。
但
至
テ三
梵
網
経
ヲ
云
ニ二
仏
戒
ト一
者
。
是
且
ル
サ
ナ
所
誦
ノ
戒
ナ
ル
カ
故
ニ
。

且
云
二
仏
戒
一
歟
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
日
仏
全
』
七
一
、三
〇
八
下
）

と
あ
る
よ
う
に
、先
に
も
触
れ
た
が
、法
華
と
爾
前
と
の
関
係
に
お
い
て
、『
梵
網
経
』
は
『
華
厳
経
』

の
結
経
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
説
く
所
は
仏
果
の
功
徳
で
は
な
く
、
菩
薩
の
行
位
を
説
く
の
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
意
味
で
は
菩
薩
戒
と
い
う
べ
き
で
あ
る
が
、
経
に
は
仏
戒
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
『
法

華
経
』
は
如
来
の
本
懐
の
経
で
あ
り
、仏
果
の
功
徳
を
説
く
の
で
『
法
華
経
』
の
戒
こ
そ
如
来
戒
（
仏

戒
）
で
あ
る
と
す
る
。

二
つ
に
は
、

本
迹
相
対
ノ
時
。
迹
門
ハ
明
二
因
分
ヲ一
。
本
門
ハ
明
二
果
分
ヲ一
。
是
ヲ
以
テ
。
處
ノ々
釈
。
以
二
本
迹
ヲ一
弟

子
門
師
門
ト
分
別
セ
リ
。
故
ニ
今
ハ
依
テ二
迹
門
ノ
意
ニ一
。
云
二
菩
薩
戒
一
歟
。
依
テ一
本
門
ノ
意
ニ一
者
。
可
レ

云
二
仏
戒
ト一
也
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
上
）

で
あ
り
、『
法
華
経
』
の
本
迹
の
関
係
に
お
い
て
、迹
門
は
因
分
を
明
か
し
、本
門
は
果
分
を
明
か
し
、

迹
門
を
弟
子
門
、
本
門
を
師
門
と
分
別
す
る
捉
え
方
に
し
た
が
っ
て
、
今
は
迹
門
因
分
を
明
か
す
菩

薩
戒
を
取
る
。

三
つ
に
は
、

迹
門
ノ
意
ハ
。
従
因
至
果
ヲ
談
ル
故
ニ
。
九
界
ヲ
権
ト
簡
ヒ
。
仏
界
ヲ
実
ト
明
ス
。
此
時
仏
果
高
ト
云
也
。

是
ヲ
以
テ
。
十
方
仏
土
中
唯
有
一
乗
法
ト
モ
説
キ
。
唯
此
一
事
実
余
二
即
非
真
ト
モ
説
ケ
リ
。
是
則
簡
テ二
九

界
ヲ一
取
ト二
仏
界
ヲ一
聞
タ
リ
。
故
ニ
迹
門
ノ
正
意
ハ
。
以
二
如
来
戒
ヲ一
為
レ
本
。
次
本
門
ノ
意
ハ
談
二
十
界
皆

成
ヲ一
故
ニ
。
十
界
自
レ
元
常
住
ニ
シ
テ
。
体
具
微
妙
ノ
法
也
。
全
離
テ二
九
界
ヲ一
。
外
ニ
不
レ
求
二
仏
界
ヲ一
。

此
時
ハ
還
因
高
ト
習
也
。（
中
略
）今
ノ
本
門
ハ
。
顕
二
三
世
常
恒
ノ
応
用
ヲ一
。
以
レ
之
名
二
事
成
顕
本
ト一
。

此
応
者
。
毎
自
作
是
念
以
何
令
衆
生
ト
説
テ
。
諸
仏
内
証
ノ
慈
悲
也
。
此
応
用
慈
悲
利
物
ヲ
ハ
。
皆

云
二
菩
薩
界
一
也
。
是
以
五
大
院
御
釈
云
。
其
菩
薩
界
ハ
。
常
修
常
証
。
無
始
無
終
。
其
仏
界
者
。

常
満
常
顕
。
無
始
無
終
ト
釈
セ
リ
。
是
則
仏
界
菩
薩
界
ハ
。
一
体
ノ
異
名
ナ
リ
。
修
証
ヲ
名
二
菩
薩
ト一
。

満
顕
ヲ
名
二
仏
界
ト一
不
同
也
。故
戒
家
ノ
意
ハ
。菩
薩
戒
ハ
饒
益
ヲ
為
トレ
本
ト
云
テ
。以
二
慈
悲
一
為
レ
本
故
。

名
二
菩
薩
戒
ト一
。
戒
家
本
意
。
本
門
己
証
ト
習
フ
也
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
、三
〇
九
上
）

で
あ
り
、
先
と
同
じ
く
本
迹
の
関
係
に
お
い
て
論
を
進
め
る
が
、
そ
こ
に
戒
家
の
主
張
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
ず
迹
門
は
、
因
よ
り
果
に
至
る
為
の
法
門
で
あ
り
、
仏
界
以
外
の
九
界
は
全
て
権
と

さ
れ
、
果
位
で
あ
る
仏
果
を
至
高
の
境
地
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
迹
門
の
正
意
は
、
如
来
戒
（
仏
戒
）

を
説
く
こ
と
に
存
す
る
と
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
本
門
は
十
界
の
権
実
や
隔
歴
を
説
か
ず
、「
全
く
九
界
を
離
れ
て
、
外
に
仏
界

を
求
め
ず
」
と
い
う
よ
う
に
、
十
界
互
具
・
相
即
の
思
想
か
ら
、
こ
の
九
界
こ
そ
が
仏
界
に
外
な
ら

な
い
と
す
る
。
こ
う
し
た
「
本
門
意
」
に
よ
れ
ば
、
仏
果
を
高
と
す
る
「
迹
門
意
」
は
覆
さ
れ
、
果

位
が
高
と
い
う
の
な
ら
ば
因
位
も
ま
た
高
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。こ
の
本
門
は「
三

世
常
恒
ノ
応
用
」、
す
な
わ
ち
諸
仏
内
証
の
慈
悲
を
顕
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
仏
界
の
常

満
常
顕
の
慈
悲
の
は
た
ら
き
を
常
修
常
証
す
る
の
を
菩
薩
界
と
い
う
の
で
あ
り
、
戒
家
の
本
意
は
こ

の
菩
薩
界
に
お
け
る
饒
益
衆
生
と
い
う
慈
悲
行
の
実
践
を
も
っ
て
、
菩
薩
戒
の
持
戒
の
相
と
す
る
こ

と
に
存
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
九
界
即
仏
界
と
知
り
な
が
ら
も
、
な
お
衆
生
救
済
に
臨
む

姿
を
、
菩
薩
戒
の
修
行
（
慈
悲
行
＝
持
戒
）
の
姿（

（（
（

と
す
る
の
が
、
本
覚
思
想
に
基
づ
い
た
戒
家
の
、

持
戒
に
対
す
る
考
え
方
の
特
徴
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
の
よ
う
に
、
戒
家
は
一
貫
し
て
「
菩
薩
」
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
戒
家

の
戒
法
が
、
菩
薩
の
慈
悲
、
三
聚
浄
戒
の
中
の
饒
益
有
情
戒
を
戒
の
基
本（

（（
（

と
し
、
仏
法
の
根
本
に
戒

を
定
め
て
い
る
為
で
あ
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
戒
家
の
主
張
は
、
互
具
相
即
を
認
め
、
因
位
の
外
に

果
位
は
な
い
と
す
る
現
実
肯
定
の
本
覚
思
想
の
立
場
に
お
い
て
、
現
実
世
界
で
ど
の
よ
う
に
生
き
て

い
く
か
を
模
索
し
、
そ
の
中
で
我
々
の
指
針
と
な
る
も
の
こ
そ
、
正
に
天
台
の
円
戒
（
戒
家
の
い
う

菩
薩
戒
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

四　

受
戒
成
仏
に
つ
い
て

戒
家
に
お
け
る
戒
は
菩
薩
戒（
仏
と
一
体
異
名
）で
あ
り
、そ
の
戒
法
は
因
位（
菩
薩
）に
果
徳（
仏
）

が
具
す
る
と
い
う
思
想
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
当
然
、
こ
れ
は
思
想
上
に
留
ま
る
も
の
で
は
な

く
、
そ
の
思
想
を
我
が
身
に
納
得
し
、
ま
た
実
践
し
て
い
く
こ
と
を
推
奨
し
、
そ
の
功
徳
を
顕
す
こ

と
で
戒
律
復
興
の
旗
印
と
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
円
戒
（
菩
薩
戒
）
を
受
け
る
こ
と
に
よ

り
、
戒
家
の
「
受
戒
成
仏
」
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。

但
し
、
こ
こ
で
い
う
「
成
仏
」
と
は
、
密
教
の
三
密
加
持
に
よ
る
成
仏
で
は
な
く
、
天
台
学
を
継

承
す
る
天
台
の
本
覚
思
想
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
天
台
本
覚
思
想
が
次
第
に
形
成
さ
れ
る
に
至
っ

て
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
辿
っ
て
き
た
か
は
、
未
だ
そ
の
全
容
が
明
ら
か
に
な
っ
て
は
い
な
い
が
、

四
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も
ち
ろ
ん
密
教
の
影
響
を
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い（

（（
（

。
そ
う
し
た
意
味
で
は
、
天
台
本
覚
思
想
の

即
身
成
仏
に
も
、
密
教
が
一
翼
を
担
っ
て
い
る
と
い
え
る
が
、
基
本
的
に
そ
の
論
拠
と
す
る
と
こ
ろ

は
、
天
台
の
六
即
説
に
あ
る
。

六
即
は
修
行
の
段
階
と
し
て
の
六
と
、
理
即
仏
・
名
字
即
仏
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
仏
と
の
平

等
性
と
し
て
の
即
と
い
う
二
面
性
を
有
し
て
い
る
が
、天
台
本
覚
思
想
は
特
に「
即
」の
面
を
重
ん
じ
、

更
に
は
凡
夫
位
に
お
い
て
、
す
で
に
仏
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
。
所
謂
る
戒
家
も
、
こ
の

天
台
教
学
に
基
づ
い
て
、
凡
夫
位
の
我
々
に
果
位
の
仏
果
が
内
在
し
、
そ
れ
を
受
戒
に
よ
っ
て
納
受

す
る
こ
と
で
、
円
教
菩
薩
と
し
て
の
成
仏
に
至
る
基
盤
が
整
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
戒
家
の
成
仏
に
つ
い
て
恵
尋
は
『
円
頓
戒
聞
書
』
に
お
い
て
、
迹
門
は
理
即
即
身
成
仏
を

明
か
し
、
本
門
は
事
相
依
身
即
仏
を
明
か
し
、『
法
華
経
』
全
体
で
は
理
事
不
二
の
即
身
成
仏
を
説

く
と
し
て
い
る
（『
続
天
台
』
円
戒
一
、二
三
六
上
）。

ま
ず
、
そ
の
理
即
即
身
成
仏
と
は
「
即
故
一
也
。
六
故
ニ
ハ
六
也
ト
云
テ
。
理
即
ニ
モ
復
五
即
功
徳
ヲ

具
ス
ル
カ
故
ニ
。
理
即
ノ
我
等
即
仏
也
。」（
同
上
）
と
し
て
、
平
等
で
あ
る
が
故
に
一
で
あ
り
、
差
別
で

あ
る
が
故
に
六
と
す
る
の
で
、
平
等
性
と
い
う
理
か
ら
す
れ
ば
、
最
下
位
の
我
等
凡
夫
に
あ
っ
て
も

仏
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、

理
即
ノ
身
ニ
受
戒
シ
ツ
レ
ハ
。
則
究
竟
ノ
仏
ノ
悟
ヲ
顕
シ
給
ヘ
ル
戒
体
納
得
ス
。
現
ニ
理
即
ノ
凡
夫
。
究
竟
ノ

仏
ト
同
シ
キ
功
徳
ヲ
具
ス
。
是
即
理
即
ニ
シ
テ
即
身
成
仏
ス
ル
也
。　
　
　
　
　
　
　
（
同
、
二
四
九
上
）

と
述
べ
て
、
究
竟
の
仏
の
悟
り
（
平
等
の
理
）
を
戒
体
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
を
覚
知
し
、
受
戒
に
よ

っ
て
納
得
す
る
こ
と
で
、
理
即
の
凡
夫
で
あ
り
な
が
ら
究
竟
の
仏
と
同
じ
功
徳
を
具
足
す
る
。
こ
れ

を
「
理
即
即
身
成
仏
」
と
す
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
戒
体
は
真
如
で
あ
る
と
さ
れ
（
同
、
二
四
七
下
）、
随
縁
・
不
変
の
観
点
か
ら
、

師
云
。
受
戒
ノ
時
者
。
随
縁
真
如
戒
体
。
我
等
身
内
ニ
来
入
ス
。
不
レ
受
レ
戒
時
者
。
只
不
変
真
如

分
齊
也
。
仍
木
頭
ニ
モ
不
変
真
如
ハ
具
ス
ル
也
。
故
不
受
戒
ノ
時
ハ
我
等
木
頭
ト
不
レ
異
云
也
。

（
同
、
二
一
四
上
）

と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
戒
体
（
平
等
の
理
・
真
如
）
は
、
不
変
的
な
真
理
（
不
変
真
如
）
で
あ

り
、
受
戒
と
い
う
作
法
受
得
の
縁
に
よ
り
、
随
縁
真
如
と
し
て
我
々
に
顕
現
す
る
と
い
う
。
し
か
し
、

受
戒
に
よ
っ
て
そ
の
理
を
覚
知
し
な
い
場
合
は
、
真
如
は
不
変
の
ま
ま
で
あ
り
、
木
や
石
に
も
不
変

真
如
は
本
来
的
に
具
わ
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
我
等
は
そ
の
よ
う
な
木
や
石
と
何
ら
変
わ
ら
な
い
と

す
る
。
す
な
わ
ち
、
仏
の
平
等
性
と
い
う
理
は
万
法
に
具
わ
っ
て
い
る
、
だ
か
ら
こ
そ
受
戒
を
起
因

と
し
て
修
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
理
が
事
と
な
っ
て
顕
れ
、
凡
夫
で
あ
り
な
が
ら
も
仏
果
の
功

徳
を
具
足
す
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

戒
家
の
受
戒
に
よ
る
成
仏
の
思
想
は
、
戒
体
発
得
の
為
に
、
実
際
に
受
戒
す
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

こ
れ
は
、
先
の
恵
心
流
に
説
く
よ
う
な
理
戒
中
心
の
思
想
、
ま
た
は
「
法
華
伝
授
の
外
に
円
戒
の
相

伝
な
し
」
と
い
う
、受
戒
不
要
論
（
註

（8）
参
照
）
と
も
い
え
る
思
想
と
は
大
き
く
異
な
る
点
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
恵
尋
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

我
等
ハ
理
性
戒
体
ヲ
雖
レ
具
未
レ
顕
二
事
相
一
也
。
而
ニ
我
等
多
宝
塔
中
釈
迦
如
来
所
顕
ノ
戒
体
ヲ
師

資
相
承
シ
テ
納
得
シ
タ
リ
。
是
ヲ
納
得
シ
ツ
レ
ハ
。
我
身
カ
依
身
ナ
カ
ラ
妙
覚
果
満
ノ
功
徳
ヲ
具
ス
。
故
ニ
位
同

大
覚
位
ト
釈
ス
ル
ハ
。
果
位
ノ
功
徳
ヲ
今
納
得
シ
ツ
レ
ハ
大
覚
ノ
位
ニ
同
ス
ト
釈
ス
ル
也
。　
（
同
、二
一
二
上
）

我
々
に
は
戒
体
が
本
来
的
に
具
わ
っ
て
い
る
が
（
不
変
真
如
戒
体
）、
持
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
そ
れ
を
自
覚
し
な
い
ま
ま
で
は
宝
の
持
ち
腐
れ
で
あ
る
。
受
戒
と
い
う
行
為
を
通
し
て
、
多
宝

塔
中
の
釈
迦
如
来
よ
り
師
資
相
承
せ
ら
れ
た
戒
体
（
随
縁
真
如
戒
体
）
を
納
得
し
、
本
来
よ
り
凡
夫

は
仏
と
一
体
不
二
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る
。
こ
の
納
得
以
後
、
持
戒
修
行
に
よ
っ
て
我
身
の
ま
ま

で
妙
覚
の
功
徳
を
具
足
す
る
が
故
に
『
梵
網
経
』
に
は
「
位
同
大
覚
位
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

戒
家
の
思
想
は
、
仏
と
の
平
等
性
は
全
て
の
存
在
に
余
す
こ
と
な
く
具
わ
っ
て
い
る
と
い
う
不
二

相
即
の
立
場
に
よ
り
、
凡
夫
と
仏
が
一
体
で
あ
る
こ
と
を
、
受
戒
を
通
し
て
受
者
に
知
ら
し
め
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
凡
聖
不
二
・
平
等
の
理
は
、
真
如
で
あ
り
、
戒
体
で
あ
っ
て
、
受
者
が
戒
体
を
納

受
す
る
こ
と
は
、
則
ち
仏
の
理
を
覚
り
、
仏
果
の
功
徳
を
具
足
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
「
受

戒
成
仏
」
と
称
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
受
戒
に
よ
る
戒
体
発
得
後
の
持
戒
修
行
は
、
不
二
平

等
の
思
想
か
ら
、
仏
と
菩
薩
一
体
不
二
と
し
て
の
菩
薩
行
を
実
践
し
て
い
く
姿
な
の
で
あ
る
。

五　

信
心
受
戒
に
つ
い
て

戒
家
の
思
想
の
中
心
と
な
る
の
は
以
上
の
様
に
、
法
華
の
教
理
に
裏
付
け
ら
れ
た
、
受
戒
に
よ
る

戒
体
発
得
で
あ
り
、
そ
の
戒
体
を
納
受
し
、
仏
果
の
功
徳
を
具
足
す
る
こ
と
に
あ
る
。
正
に
そ
れ
こ

そ
が
彼
ら
を
し
て
戒
家
と
称
し
う
る
所
以
で
あ
り
、
持
戒
に
よ
っ
て
利
益
衆
生
の
菩
薩
行
を
行
じ
て

い
く
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
単
に
事
相
の
み
に
偏
っ
た
主
張
で
は
な
い
。
事
と
理
の
相
即
の

上
に
事
を
説
き
、「
受
戒
」
と
い
う
「
事
」
を
通
し
て
、
一
刹
那
に
法
華
の
真
意
、
天
台
教
学
の
全

て
を
納
受
す
る
の
で
あ
る（

（（
（

。
そ
の
よ
う
な
教
理
が
戒
家
の
思
想
と
し
て
、
受
戒
の
功
徳
に
示
さ
れ
る

の
だ
が
、
尚
も
そ
こ
に
、
受
戒
に
お
け
る
我
々
の
「
信
心
」
の
不
可
欠
性
を
説
く
の
で
あ
る
。

仏
教
に
お
い
て
、
信
心
が
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
今
更
言
う
ま
で
も
な
い
。
戒
家

五
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の
所
依
の
経
典
で
あ
る
『
法
華
経
』
に
も
信
を
強
調
す
る
場
面
は
数
多
く
見
ら
れ
、『
梵
網
経
』
に

は
、「
大
衆
心
諦
信
、
汝
是
當
成
佛
、
我
是
已
成
佛
。
常
作
如
是
信
、
戒
品
已
具
足
。」（『
大
正
蔵
』

二
四
、一
〇
〇
四
上
）
と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
「
汝
は
是
れ
當
成
の
仏
、
我
は
是
れ
已
成
の
仏
」

と
の
詞
に
対
す
る
信
心
が
、「
戒
品
具
足
」
を
も
た
ら
す
と
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
戒
家
は
こ
の
信

心
が
、
天
台
教
学
の
上
で
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
を
論
じ
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
受
戒
と
い

う
事
相
を
通
し
て
信
心
の
不
可
欠
性
を
持
た
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
戒
家
の
思
想
の
特
徴

で
あ
る
「
信
心
受
戒
」
に
つ
い
て
、そ
の
信
心
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
持
つ
の
か
を
考
察
し
て
い
く
。

ま
ず
、
こ
の
「
信
心
受
戒
」
と
い
う
名
称
に
つ
い
て
、
恵
尋
の
著
作
に
は
そ
の
直
接
的
な
語
を
見

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
窪
田
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
信
心
受
戒
説
は
興
円
の
時
代
に
形
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
が
、
そ
の
思
想
は
す
で
に
恵
尋
に
あ
る
と
す
る（

（（
（

。
ま
た
、
恵
心
流
の
等
海
著
作
『
等
海
口

傳
抄
』（
一
三
四
三
―
一
三
四
九
）
に
は
「
戒
家
ニ
以
二
信
心
受
戒
ヲ一
為
二
成
仏
ト一
分
ハ
。
何
ニ
モ
一
家
名

字
妙
解
ノ
分
齊
也
。」（『
天
台
全
』
九
、三
六
五
下
）
と
あ
り
、
す
で
に
そ
の
当
時
に
は
「
信
心
受
戒
」

と
い
う
名
称
が
、
他
流
派
に
も
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
、
恵
尋
に
そ
の
思
想
が
見
ら
れ
る
「
信
心
受
戒
」
で
あ
る
が
、
例
え
ば
恵
尋
は
『
円
頓
戒

聞
書
』
で
、
安
然
の
『
普
通
受
菩
薩
戒
廣
釈
』
中
に
お
い
て
説
か
れ
る
「
大
乗
の
信
」（『
大
正
蔵
』

七
四
、七
五
八
下
）
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

衆
生
利
益
ノ
意
也
。
譬
ヘ
ハ
火
ハ
ア
ツ
キ
物
。
水
ハ
ツ
メ
タ
キ
物
ト
知
ト
モ
。
未
レ
入
二
水
火
ニ一
程
ハ
実
ニ

寒
温
ヲ
モ
不
レ
知
也
。
只
衆
生
利
益
セ
ム
ナ
ン
ト
思
ヒ
タ
ル
ハ
カ
リ
ハ
。
大
乗
信
ト
ハ
不
レ
可
レ
取
也
。

（『
続
天
台
』
円
戒
一
、二
一
〇
下
）

大
乗
の
信
と
は
、
衆
生
利
益
の
意
で
あ
り
、
例
え
ば
「
水
は
冷
た
い
、
火
は
熱
い
」
と
知
っ
て
い

て
も
、
実
際
に
水
火
に
触
れ
て
み
な
け
れ
ば
、
ど
れ
程
の
冷
た
さ
と
熱
さ
を
も
っ
て
い
る
か
が
解
ら

な
い
こ
と
と
同
じ
で
、
衆
生
利
益
の
意
が
あ
っ
て
も
、
衆
生
の
苦
し
み
を
心
身
共
に
知
り
、
そ
れ
に

対
応
す
る
行
動
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
大
乗
の
信
で
は
な
い
と
す
る
。
ま
た
、「
此
信
者
。
理
性
実
理

カ
事
相
随
縁
ノ
法
ト
顕
ル
ル
也
。」（
同
、
二
一
一
上
）
と
説
き
、
信
心
の
在
り
方
は
、
事
相
の
縁
に

随
っ
て
、
行
動
と
し
て
顕
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
恵
尋
は
信
心
の
核
心
を
、
戒
体
発
得
の
受
戒
と
関
連
さ
せ
論
じ
る
。
こ
れ
が
信
心
受
戒
の

思
想
の
重
要
な
点
と
な
る
。

今
信
ト
云
者
正
直
也
。
不
正
直
ノ
者
ハ
於
レ
事
生
レ
疑
也
。
我
等
ハ
理
性
ノ
戒
体
ヲ
ハ
具
ス
ル
也
。
然
而

未
此
理
性
ノ
戒
事
相
ニ
不
レ
顕
也
。
而
ニ
今
釈
尊
理
性
ノ
戒
ヲ
事
相
ノ
戒
ト
顕
シ
給
フ
ヲ
伝
二
南
岳
一
。
ソ

レ
ヨ
リ
以
後
師
資
相
承
シ
テ
。
今
対
シ二
テ
戒
師
ニ一
是
ヲ
受
ク
ル
時
。
此
所
レ
受
戒
ハ
。
釈
尊
所
悟
ノ
戒
体
ヲ
。

師
資
相
承
シ
テ
今
授
ラ
ル
ル
事
ノ
宿
習
ノ
難
レ
有
サ
ナ
ン
ト
思
ヘ
ハ
。
信
心
堅
固
也
。
此
信
心
ヲ
尋
ヌ
レ
ハ
。

我
等
所
具
理
性
戒
体
カ
。
伝
戒
時
者
。
事
相
ノ
戒
体
ト
顕
也
。
然
シ
テ
後
始
覚
本
覚
ニ
冥
シ
。
性
徳

修
徳
ニ
帰
テ
戒
体
納
得
シ
ツ
レ
ハ
。
永
不
レ
失
也
。
大
乗
戒
相
伝
。
実
ニ
正
在
ナ
リ
ケ
リ
ト
思
ヘ
ハ
。
信
心

則
起
ル
也
。
正
直
信
心
中
道
ハ
一
体
ナ
ル
故
也
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
、二
二
七
下
）

ま
ず
信
と
は
正
直
の
こ
と
で
あ
り
、
事
に
お
い
て
疑
を
生
じ
な
い
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。
本
よ
り

我
々
に
理
性
の
戒
体
が
具
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
知
れ
ば
、
信
心
が
起
こ
る
。
理
性
の
戒
体
を
納
得
す

る
行
為
が
事
相
の
受
戒
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
信
を
生
じ
、
そ
の
戒
体
が
事
相
の
受
戒
を
通
し
て
釈

尊
よ
り
師
資
相
承
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
を
生
じ
な
い
こ
と
が
信
で
あ
り
、
正
直
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
正
直
の
信
心
と
中
道
は
一
体
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
「
信
＝
疑
を
生
じ
な
い
＝

中
道
」
と
い
う
思
想
が
、
信
心
受
戒
に
重
要
な
意
味
を
持
た
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

則
ち
こ
の
信
と
中
道
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
『
一
心
妙
戒
鈔
』
で
、

始
自
二
釈
尊
一
師
資
相
伝
一
代
モ
不
レ
絶
。
故
戒
既
定
可
レ
成
二
就
戒
体
ト

一
。疑
心
無
キ
信
心
ヲ
以
納
二

得
性
徳
ノ
三
聚
浄
戒
一
也
。
性
徳
ト
ハ
云
ヘ
ト
モ
。
始
覚
冥
二
本
覚
一
。
修
徳
帰
二
性
徳
一
之
時
。
性
無

作
仮
色
ノ
戒
ノ
体
ト
ハ
成
ル
也
。
疑
物
之
心
ハ
空
仮
二
辺
ノ
心
也
。
無
二
疑
心
一
者
中
道
ノ
善
信
也
。（
中

略
）
本
迹
二
門
戒
体
雖
レ
異
迹
門
ハ
不
変
真
如
戒
体
。
本
門
ハ
随
縁
真
如
戒
体
也
。
疑
心
ハ
二
辺

之
心
也
。
無
二
疑
心
一
者
中
道
之
善
信
也
。
微
細
ノ
信
心
相
二
當
中
道
之
善
信
一
。
故
発
得
ノ
戒
体

有
二
何
疑
一
乎
。
迹
門
不
変
真
如
ハ
性
無
作
仮
色
。
本
門
戒
体
ハ
中
道
ノ
事
円
也
。
迹
門
ハ
一
法
二

義
也
。
本
門
ハ
互
具
義
也
。
事
円
上
ニ
備
二
空
仮
一
。
互
具
ノ
方
ヲ
ハ
証
者
見
レ
之
。（
同
、二
七
二
下
）

と
論
じ
て
い
る
。
疑
心
と
い
う
の
は
空
・
仮
・
中
の
一
心
三
観
に
お
い
て
、
空
仮
の
二
辺
に
執
着
す

る
こ
と
で
あ
り
、
二
辺
を
執
じ
る
疑
心
無
き
心
を
中
道
の
善
信
（
信
心
）
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
の
疑
心
無
き
信
心
に
よ
り
、
本
具
の
戒
体
を
受
戒
に
よ
っ
て
納
得
し
、
性
無
作
仮
色
の
戒
体
が
成

ず
る
と
し
て
い
る
。
要
す
る
に
恵
尋
に
よ
れ
ば
、
戒
家
に
お
け
る
信
心
と
は
、
疑
心
無
き
心
の
こ
と

で
あ
り
、
空
仮
の
二
辺
に
迷
う
の
で
は
な
く
、
即
空
即
仮
即
中
と
い
う
円
融
三
諦
の
理
を
覚
る
智
慧

と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

恵
尋
は
、
戒
体
の
発
得
と
い
う
点
に
着
目
し
、
理
性
戒
体
を
受
け
る
こ
と
が
受
戒
で
あ
り
、
そ
の

受
戒
の
縁
に
よ
っ
て
、
事
相
の
上
で
戒
体
を
発
得
し
て
凡
聖
不
二
の
境
地
を
体
得
す
る
。
故
に
そ
の

信
心
は
、
凡
夫
本
具
の
理
性
戒
体
に
対
す
る
信
で
あ
る
。
空
仮
や
本
迹
を
二
で
あ
る
と
考
え
る
の
は

不
二
相
即
に
対
す
る
疑
い
の
心
、所
謂
る
三
惑
に
迷
う
凡
夫
で
あ
り
、そ
の
疑
心
が
無
く
な
れ
ば
（
信

心
が
起
こ
れ
ば
）
則
ち
中
道
実
相
の
妙
理
を
悟
る
の
で
、
三
惑
を
破
す
智
慧
が
信
心
で
あ
る
と
い
え

る（
（（
（

。
こ
う
し
た
理
由
か
ら
戒
家
に
お
い
て
、
受
戒
成
仏
を
納
受
す
る
為
に
、
信
心
を
生
ず
る
こ
と
の

六
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不
可
欠
性
を
説
き
、
信
心
が
成
仏
の
起
因
と
な
る
の
で
あ
る
。

六　

小
結

恵
心
流
に
お
い
て
、
受
戒
は
法
華
伝
授
の
義
に
摂
取
さ
れ
、
持
戒
は
一
心
三
観
の
観
行
に
摂
取
さ

れ
た
。
つ
ま
り
法
華
の
妙
理
を
覚
る
一
心
三
観
・
一
念
三
千
の
行
は
、
自
ず
と
持
戒
を
行
じ
て
い
る

相
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
構
造
は
戒
家
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
り
、
法
華
の
妙
理
を
覚
る
受
戒
が
、

一
心
三
観
・
一
念
三
千
を
行
じ
て
い
る
相
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
戒
家
に
お
い
て
、
こ
の
法
華
の
妙
理

は
戒
体
（
真
如
）
で
あ
り
、
受
戒
の
儀
式
の
中
で
戒
師
か
ら
こ
の
理
を
授
け
ら
れ
、
納
受
す
る
。
そ

こ
で
受
者
は
授
け
ら
れ
た
理
に
対
し
、
疑
心
無
き
信
心
に
よ
っ
て
そ
の
理
を
了
解
し
、
相
即
互
具
の

境
地
を
体
得
す
る
こ
と
で
、
仏
果
の
功
徳
を
具
足
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
受
戒
成
仏
・
信
心
受
戒

の
構
造
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

戒
家
は
観
心
の
強
調
は
せ
ず（

（（
（

、
む
し
ろ
観
心
は
戒
法
に
則
っ
て
顕
さ
れ
る
と
す
る
。
そ
れ
は
不
二

相
即
を
論
じ
る
天
台
教
学
に
お
い
て
、
戒
法
と
観
心
は
一
体
不
二
と
い
う
こ
と
か
ら
、
戒
法
に
よ
っ

て
観
心
の
受
持
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
し
め
る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り

受
戒
・
持
戒
に
よ
っ
て
、
天
台
の
止
観
を
行
じ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
（
恵
心
流
に
お
い
て
も

逆
の
こ
と
が
言
え
る
）。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
戒
家
に
お
け
る
受
戒
と
止
観
と
の
関
係
を
示
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
中
道

実
相
の
円
融
の
理
（
戒
体
・
真
如
）
を
覚
る
の
は
、
三
惑
（
疑
心
）
を
破
す
三
智
（
信
心
）
で
あ
り
、

こ
の
三
智
（
信
心
）
は
一
心
三
観
の
観
法
（
受
戒
・
持
戒
）
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
よ
っ

て
戒
家
で
は
、
止
観
に
お
け
る
一
心
三
観
の
行
は
、
受
戒
と
そ
の
後
の
持
戒
修
行
と
し
て
顕
さ
れ
、

円
融
を
覚
る
智
慧
は
信
心
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
こ
に
天
台
教
学
や
そ
の
実
践
と
し
て
の
止
観
は
、

戒
法
を
通
し
て
説
明
さ
れ
、
戒
法
に
よ
っ
て
納
得
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

註
（1）
中
古
天
台
期
の
扱
い
方
に
つ
い
て
は
、
硲
慈
弘
氏
の
定
義
に
依
る
。『
日
本
仏
教
の
開
展
と
そ

の
基
調
（
下
）』
一
頁
。

（2）
『
天
台
全
』
二
二
、十
八
下
。

（3）
恵
尋
は
、
慈
覚
大
師
以
来
の
規
則
で
あ
る
素
絹
衣
の
着
用
に
反
し
、
律
衣
を
着
て
い
た
た
め
叡

山
か
ら
排
斥
さ
れ
た
（『
日
仏
全
』
七
四
、三
〇
〇
上
）。
恵
顗
は
、
師
の
志
を
継
い
だ
も
の
の
、

七

行
動
に
移
す
こ
と
は
な
か
っ
た
（『
続
天
台
』
史
伝
二
、四
一
六
下
）。

（4）
戒
家
の
始
ま
り
は
誰
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
は
、
戒
家
特
有
の
儀
式
で
あ
る
戒
潅
頂
が
誰

の
創
始
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
に
繋
が
る
も
の
が
あ
る
。
恵
谷
隆
戒
「
叡
山
戒
法
復
興
運
動
の

諸
問
題
」『
印
仏
研
』
九
―
一
。
石
田
瑞
磨
『
日
本
仏
教
に
お
け
る
戒
律
の
研
究
』
四
七
九
頁
。

大
久
保
良
順
「
重
授
戒
潅
頂
の
興
起
」『
天
台
学
報
』
二
二
。
寺
井
良
宣
「
比
叡
山
黒
谷
に
お

け
る
戒
律
復
興
と
そ
の
思
想
」『
印
仏
研
』
四
八
―
二
。

（5）
興
円
は
叡
山
以
外
の
諸
宗
派
に
お
け
る
戒
の
現
状
に
も
言
及
し
て
、
戒
律
の
崩
壊
が
日
本
と
い

う
国
全
体
の
衰
退
に
繋
が
る
こ
と
を
記
し
、
叡
山
の
戒
が
そ
れ
を
救
う
唯
一
の
法
だ
と
示
し
て

い
る
（『
続
天
台
』
円
戒
一
、一
六
八
上
）。

（6）
福
田
尭
穎
『
天
台
学
概
論
』
六
六
四
―
六
六
五
頁
。
恵
谷
隆
戒
「
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
円
頓
戒

の
復
興
に
つ
い
て
」『
龍
谷
史
壇
』
五
六
・
五
七
合
併
号
。

（7）
田
村
芳
朗
『
本
覚
思
想
論
』
春
秋
社
、
一
九
九
〇
年
、
二
九
三
頁
。

（8）
他
に
も
『
二
帖
抄
見
聞
』
に
は
、「
當
流
ニ
ハ
一
心
三
観
ノ
外
ニ
別
ニ
不
トレ
可
カレ
ラ
有
ル
二
円
戒
伝
授
ノ

義
一
云
也
。（
中
略
）
所
詮
円
戒
ノ
実
体
ト
者
何
物
ソ
。
只
持
ヲ二
法
華
経
ヲ一
云
也
。
妙
法
既
ニ
一
心
三

観
也
。
妙
法
伝
授
ノ
外
ニ
依
テレ
何
ニ
円
戒
相
承
ノ
義
可
レ
有
レ
之
耶
。」（『
天
台
全
』
九
、二
二
五
上
）

と
し
、
法
華
伝
授
の
外
に
円
戒
の
相
伝
は
な
い
と
論
じ
る
。

（9）
他
に
恵
尋
の
『
天
台
菩
薩
戒
真
俗
一
貫
鈔
』（
真
如
蔵
）
と
い
う
書
物
か
ら
、
鎮
護
国
家
・
異

国
降
伏
を
、
復
興
の
理
由
と
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
窪
田
哲
正
「「
異
国
之
難
」

と
天
台
僧
恵
尋
」『
大
崎
学
報
』
一
三
八
号
。
舩
田
淳
一
「
中
世
叡
山
の
戒
律
復
興
―
律
僧
恵

尋
の
思
想
と
国
家
観
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
仏
教
大
学
総
合
研
究
紀
要
』
一
六
。

（10）
惟
賢
は「
賀
茂
川
ノ
水
。ス
グ
ニ
流
ル
ル
ハ
。京
中
ノ
人
安
穏
ノ
因
也
。若
ユ
カ
ミ
テ
京
中
ヘ
モ
流
レ
入
ラ
ハ
。

京
人
不
レ
可
二
安
穏
一
。
此
定
ニ
我
等
不
レ
成
レ
僧
ト
。
不
レ
受
レ
戒
。
殺
生
ス
ル
人
ナ
ル
ベ
シ
。
受
レ
戒

故
ニ
。
不
二
殺
生
セ一
。
仍
テ
一
切
衆
生
ノ
依
怙
也
。
摂
衆
生
戒
是
也
。」（『
日
仏
全
』
七
一
、三
四
〇

下
）
と
説
き
、
戒
を
守
る
こ
と
が
、
結
果
と
し
て
人
々
の
安
穏
と
な
る
と
い
う
。

（11）
「
戒
家
ノ
意
ハ
。
以
二
饒
益
ヲ一
為
レ
本
。
故
ニ
遮
悪
持
善
ス
ル
ト
云
モ
。為
メ二
ニ
衆
生
ノ一
非
レ
為
二
自
身
ノ一
。自
レ

元
戒
家
ノ
意
ハ
。
為
二
自
身
一
不
レ
求
二
菩
提
ヲ一
故
也
。寒
ニ
取
レ
衣
飢
ニ
求
レ
食
等
。全
非
レ
為
二
自
身
一

為
レ
利
二
衆
生
一
也
。
一
切
以
二
此
安
心
ヲ一
可
レ
修
二
戒
行
ヲ一
者
也
。」『
続
天
台
』
円
戒
二
、五
〇
上
。

（12）
田
村
芳
朗
「
密
教
と
本
覚
思
想
」『
本
覚
思
想
論
』
春
秋
社
、一
九
九
〇
年
。
大
久
保
良
峻
「
現

実
肯
定
思
想
」『
天
台
教
学
と
本
覚
思
想
』
法
蔵
館
、
一
九
九
八
年
。

（13）
「
所
詮
止
観
等
一
心
三
観
。
一
念
三
千
。
四
教
三
観
。
一
代
五
時
。
悉
皆
受
戒
即
座
事
相
振
舞
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大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集　

第
三
十
六
号

顕
也
」『
続
天
台
』
円
戒
一
、一
三
二
上
。

（14）
窪
田
哲
正
「『
円
頓
戒
法
秘
蔵
大
綱
集
』
に
つ
い
て
」『
印
仏
研
』
三
〇
―
一
。「
中
古
天
台
に

お
け
る
戒
勝
止
観
の
法
門
」『
大
崎
学
報
』
一
三
九
。

（15）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
興
円
が
『
菩
薩
戒
義
記
知
見
別
紙
抄
』
で
「
戒
家
ノ
心
ハ
。
信
心
者
。

妙
覚
ノ
智
也
。
疑
者
。
三
惑
ノ
迷
也
。
受
戒
発
得
者
。
成
仏
得
道
也
。」（『
続
天
台
』
円
戒
二
。

四
五
下
）
と
し
て
、
そ
の
役
割
を
明
確
に
説
い
て
い
る
。

（16）
「
三
羯
磨
ヲ

成
ス
ル

時
。
観
心
ト
モ

観
念
ト
モ

下
レ

云
。
ヤ
カ
テ
即
身
成
仏
ス
ル

也
。」『
日
仏
全
』

七
一
、三
四
六
上
。

八


